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1. はじめに  

現在、我が国は高度経済成長期に建設された多くの

橋梁の劣化が問題となっており、今後は維持管理が重

要となる。橋梁の劣化の一つとして腐食が挙げられる。

特に鋼橋の腐食は、桁端部において最も多く発生し、

その損傷も激しい。よって、鋼橋の適切な維持管理を

行っていく上で、腐食凹凸面の状態に応じて適切な補

修方法を選定することが必要となる。そこで本研究で

は、異なる実腐食凹凸を有する鋼板試験体に鋼板接着

工法を適用し、その補修効果を検証した。  

 

2. 腐食分類方法 

2.1   試験体 

写真 1 に試験体を示す。試験体は腐食劣化により撤

去した実鋼桁から切り出した実腐食鋼板を用いた。試

験体の製作は実腐食鋼板を 5 号試験片に加工した。 

2.2   腐食分類方法 

腐食試験体に対してレーザー計測を行い、平均腐食

深さと腐食深さの標準偏差を求め、腐食分類を行った 1）。

図 1 に腐食分類を示す。分類は、標準偏差が 0 以上 0.5

未満のものをグループ 1（均一腐食）、0.5 以上 1.0 未満

のものをグループ 2、1.0 以上 1.5 未満のものをグルー

プ 3 とした。試験体の計測には、写真 2 のレーザーシ

ステムとレーザー変位計を用いた。レーザー変位計の

仕様は、基準距離 80mm、測定範囲±15mm、最小表示単

位は 0.01μmである。 

 

3. 補修効果確認実験 

3.1 試験体の選定 

図 1 の腐食分類の中から、腐食グループ 1、2、3 を

各 1 体選定した。表 1 に試験体パラメータを示す。 

3.2 鋼板接着方法 

補修材として板厚 2.3mm の鋼板を使用し、エポキシ

系接着剤を用いた。腐食凹凸の不陸形成のために金属

パテとポリウレアパテを用いた。表 2 に接着剤、2 種類

のパテの仕様を示す。写真 3 は補修後の状況である。  

 

 

 

 

写真 1 試験片作成 

  

写真 2 レーザーシステム、レーザー変位計 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 腐食分類 

 

表 1 試験体パラメータ 

 

 

表 2 パテと接着剤の仕様 

 



3.3 引張試験方法 

引張試験は写真 4に示す 2000kN万能試験機を用いて、

荷重、ひずみ、変位の計測を行った。 

また、剛性の異なる材料で合成された鋼材の剛性は

次式より算出した。 

P/⊿=Es(tsbs+2tmbmEm/Es) /L・・・・・・・式（1） 

ここで、P：荷重、⊿：変位、Es：鋼の弾性係数、ts：

鋼の板厚、bs：鋼の幅、tm:：補修材の板厚、bm：補修材

の幅、Em：補修材の弾性係数、L：評点間距離である。 

変位は⊿＝εL(ε：鋼材ひずみ)で算出を行った。 

3.4 引張試験 

図 2、3 に荷重－変位、荷重－ひずみ曲線を示す。図

より腐食グループ 1 は無補修の新材（板厚 9mm）と比

べて剛性および降伏荷重共に大きくなり、補修効果が

みられた。これは腐食凹凸が 0.3mm と小さくほぼ均一

腐食であることから薄鋼板接着により補修効果がある

と考えられる。 

次に、腐食グループ 2、3 は、剛性、降伏荷重共に健

全相当まで性能回復できていない。これは腐食凹凸が

1.7～1.9mm と大きくなるほど、鋼板接着の補修効果が

発生しづらくなっていると考えられる。また、腐食 2‐

SZ と腐食 2‐BPP の挙動は剛性と強度共に低くなって

いる。これについては今後、原因の究明を行う。 

 図 4 は縦軸に健全の降伏耐力に対する増加率を示し、

横軸に平均腐深さの関係を示す。これより相関係数は

0.4 程度であった。なお、今後は試験体数を増やして相

関性を評価していく。 

 

4. まとめ  

本実験より、腐食凹凸の平均腐食深さが 0.5mm 未満

と小さいグループ 1（均一腐食）の範囲では、補修効果

を得られた。一方、腐食凹凸の平均腐食深さが 2.0mm

に近くなると補修効果が得られない実験結果となった。 

今後は、試験体を増やして腐食度と接着効果のしき

い値について実験研究を行っていく。 
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写真 3 補修後の試験体状況 

 

写真 4 2000kN 万能試験機 

 

図 2 剛性比較 

 

図 3 降伏荷重比較 

 

図 4 健全の降伏耐力に対する増加率と 

平均腐食深さの関係 
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